
Q、新型コロナウイルスには、ど
うやって感染しますか？
A、現時点では、飛沫感染と接触
感染の2つが考えられています。
【飛沫感染】感染者のくしゃみ・咳・
つばなどと一緒にウイルスが放出
され、他の人がそのウイルスを口
や鼻から吸い込んで感染します。
【接触感染】感染者がくしゃみや
咳を手で押さえた後、その手で周
りの物に触れるとウイルスがつき
ます。他の人がそれを触れるとウ
イルスが手に付着し、その手で口
や鼻を触ると粘膜から感染します。

Q、新型コロナウイルスに感染す
ると、どんな症状が出ますか？
A、発熱やのどの痛み、咳が長引
き（1週間前後）、強いだるさを
訴える人が多いことが特徴です。
感染から発症までの潜伏期間は、
1日から12.5日（多くは5日、6
日）といわれています。重症化す
ると肺炎となり、死亡例も確認さ
れているので注意しましょう。特
に高齢者や持病のある人は重症化

しやすい可能性が考えられます。

Q、風邪のような症状があり、心
配です。どうしたらいいですか？
A、発熱などの風邪の症状がある
ときは、学校や会社を休むなど、
外出を控えてください。また、毎
日体温を測定し、記録しましょう。

Q、感染症かも？と思ったら、ど
うしたらいいですか？
A、【風邪のような症状や37.5度
以上の熱が4日以上続くとき】ま
たは【強いだるさや息苦しさがあ
るとき】は、最寄りの保健所など
にある「帰国者・接触者相談セン
ター」に電話で相談しましょう。
桑折町の場合は、県北保健福祉事
務所（☎531-4108）が窓口にな
ります。症状がこの基準に満たな
い場合は、かかりつけ医や近隣の
医療機関に相談してください。

Q、「帰国者・接触者相談コーナー」
に相談すると、どうなりますか？
A、電話での相談を踏まえて、感
染の疑いがある場合には、必要に
応じて、新型コロナウイルス感染

症患者の診察ができる「帰国者・
接触者外来」を確実に受診できる
よう調整します。複数の医療機関
を受診せず、上記で紹介された医
療機関を受診してください。受診
するときは、マスクを着用し、手
洗いを徹底しましょう。

Q、感染予防のためにできること
は何ですか？
A、以下のことを心掛けましょう。
❶石鹸やアルコール消毒液などに
よる手洗い　❷正しいマスクの着
用を含む咳エチケット　❸高齢者
や持病のある人は公共交通機関や
人混みを避ける
（出典：厚生労働省「新型コロナ
ウイルスQ&A」2月22日時点版）
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4日以上続く

◦�37.5度以上の発熱
◦�せきなどの風邪症状 ◦�強いだるさ

◦�息苦しさ

2日程度続く すぐに

◦�3月2日「ゲーデ・ピアノ三
重奏コンサート」▶�中止

◦�3月6日「全国山城サミット
プレ大会総決起集会」

　▶�延期（時期未定）
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新型コロナ ウイルス
予防対策

　

中
華
人
民
共
和
国
湖
北
省
武
漢
市

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
感
染

症
（
肺
炎
）
が
発
生
し
、
国
内
で
も
複

数
地
域
で
感
染
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
時
点
で
は
、
ま
だ
大
規
模
な
感

染
拡
大
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

ま
さ
に
今
が
、
今
後
の
国
内
で
の
健
康

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
上
で
、
極
め

て
重
要
な
時
期
と
な
り
ま
す
。
感
染
の

流
行
を
早
期
に
終
息
さ
せ
る
た
め
、
正

し
い
情
報
に
従
い
、
一
人
一
人
が
予
防

対
策
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

町
の
健
康
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で

あ
る
、
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
の
浦
島

充
佳
先
生
は
「
手
洗
い
・
う
が
い
・
マ

ス
ク
の
着
用
な
ど
、
普
通
の
感
染
症
と

同
様
の
予
防
法
で
良
い
。
一
番
大
切
な

の
は
、
こ
ま
め
な
換
気
」
と
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
の
ど
の
粘
膜

の
防
御
機
能
が
低
下
し
ま
す
。
乾
燥
し

や
す
い
室
内
で
は
、
加
湿
器
な
ど
を

使
っ
て
、
適
切
な
湿
度
（
50
～
60
％
）

を
保
ち
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
ま
め
に

水
分
を
と
る
こ
と
で
、
の
ど
が
潤
い
、

感
染
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
ス
ク
は
、
咳せ

き

や
く
し
ゃ
み

に
よ
る
病
原
体
の
飛ひ

沫ま
つ

や
飛
散
を
防
ぐ

効
果
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
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、
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的
に
マ

ス
ク
を
つ
け
ま
し
ょ
う
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一
方
で
、
マ
ス
ク
の
予
防
性
に
つ
い

て
は
注
意
が
必
要
で
す
。
混
み
合
っ
た

場
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や
屋
内
、
乗
り
物
な
ど
の
換
気
が

不
十
分
な
場
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で
、
予
防
用
に
マ
ス
ク

を
着
用
す
る
こ
と
は
、
一
つ
の
感
染
予

防
策
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
屋

外
で
は
、
相
当
混
み
合
っ
て
い
な
い
限

り
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
に
よ
る

予
防
効
果
は
あ
ま
り
認
め
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
咳
や
発
熱
な
ど
の

症
状
の
あ
る
人
に
近
づ
か
な
い
、
人
混

み
の
多
い
場
所
に
行
か
な
い
、
手
指
を

清
潔
に
保
つ
と
い
っ
た
感
染
予
防
策
を

優
先
し
て
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。　
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